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(57)【要約】
【課題】  良好な表示画像を得ることのできる液晶表示
装置を提供する。
【解決手段】  データ信号線ＤＬを介して供給された表
示信号Ｄ１～Ｄ３００に応じて表示部１００に画像を表
示する液晶表示装置であって、データ信号線ＤＬを同時
に駆動する少なくとも二つのバッファを含むドライバＩ
Ｃ２９を備えたことを特徴とする液晶表示装置を提供す
る。



(2) 特開２００２－２０２７５９

10

20

30

40

50

1
【特許請求の範囲】
【請求項１】  データ信号線を介して供給された画像表
示データに応じて表示部に画像を表示する液晶表示装置
であって、
前記データ信号線を同時に駆動する少なくとも二つの駆
動手段を備えたことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】  前記少なくとも二つの駆動手段は、共通
の前記データ信号線に接続されると共に、前記共通のデ
ータ信号線に対して同じ側に配設される請求項１に記載
の液晶表示装置。
【請求項３】  前記表示部の種類に応じて、前記データ
信号線を駆動する前記駆動手段の数を切り替える駆動能
力切り替え手段をさらに備えた請求項１に記載の液晶表
示装置。
【請求項４】  前記表示部が形成された基板上に設けら
れ、前記データ信号線に複数の前記駆動手段を接続する
配線部をさらに備えた請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項５】  複数のデータ信号線を介して供給された
画像表示データに応じて表示部に画像を表示する液晶表
示装置であって、
同時出力する複数の同じ画像表示データを共通の前記デ
ータ信号線へ供給することにより、前記データ信号線を
駆動する駆動手段を備えたことを特徴とする液晶表示装
置。
【請求項６】  前記駆動手段は、前記データ信号線毎に
対応する前記画像表示データを供給する請求項５に記載
の液晶表示装置。
【請求項７】  供給される第一の制御信号に応じて表示
部へ画像表示データを供給する周辺回路と、前記周辺回
路へ前記第一の制御信号及び前記画像表示データを供給
する駆動手段とを含む液晶表示装置であって、
前記駆動手段に内蔵され、供給された第二の制御信号を
レベル変換することにより前記第一の制御信号を生成す
るレベル変換手段を備えたことを特徴とする液晶表示装
置。
【請求項８】  前記表示部と前記周辺回路は、同じ基板
上に一体的に形成された請求項７に記載の液晶表示装
置。
【請求項９】  前記駆動手段に内蔵され、前記駆動手段
の外部から供給された信号に応じて前記表示部を分割制
御する前記第二の制御信号を生成する分割制御信号生成
手段をさらに備えた請求項７に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】  前記駆動手段に内蔵され、前記分割制
御信号生成手段により生成された前記第二の制御信号を
選択的に前記レベル変換手段へ供給する選択手段をさら
に備えた請求項９に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】  前記レベル変換手段は、前記駆動手段
に供給される電圧に応じて前記第一の制御信号を生成す
る請求項７に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】  前記レベル変換手段は、前記液晶表示
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装置の外部から供給される電圧に応じて前記第一の制御
信号を生成する請求項７に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶表示装置に関
するものである。
【０００２】
【従来の技術】ＴＦＴ（Thin Film Transistor）液晶パ
ネルに代表されるアクティブマトリクス方式液晶表示装
置は、一般家庭用テレビやＯＡ機器の表示装置として普
及が期待されている。これは、アクティブマトリクス方
式液晶表示装置によればＣＲＴに比べ薄型化及び軽量化
を容易に実現することができ、ＣＲＴに劣らない品質を
有する画像表示を得ることができるためである。
【０００３】そして、この薄型化及び軽量化が容易であ
るという点を生かしてノート型パソコン等の携帯型情報
機器だけでなく、様々なマルチメディア情報機器への対
応が求められており、薄型で軽量、省スペース額縁で高
精細、そして大画面を実現するブロック順次方式による
液晶表示装置の開発等が進められている。
【０００４】ここで、フラットパネルディスプレイの中
でも品質の高い画像表示が得られるアクティブマトリク
ス方式液晶表示装置のパネル構造を述べる。これは、図
１に示されるように、マトリクス状に設けられた画素電
極１１０及び該画素電極１１０に対応して設けられたス
イッチング素子（ＴＦＴ等）１１２とを有するＴＦＴ基
板と、共通電極が一面に形成されている共通基板との間
に液晶が封入された構造を持っている。
【０００５】そして、ＴＦＴ基板にはデータ信号線ＤＬ
や走査線（走査電極）１１４がマトリクス状に交差して
おり、その交点すべてにＴＦＴがスイッチング素子１１
２として接続されている。このとき、走査線１１４で選
択された行のＴＦＴがオンして、データ信号線ＤＬに印
加された映像信号電圧が各画素電極１１０に書き込ま
れ、次回にその行が選択されるまで電荷を保持すること
によって情報が保持される。
【０００６】ここで、保持された情報に対応して液晶分
子の傾きがきまるので、光の透過量を制御することがで
き、階調表示などが可能となる。さらに、カラー表示を
行う場合には、ＲＧＢのカラーフィルタを用いることに
より光の混合が実行される。
【０００７】図２は、従来における液晶表示装置の構成
を示す概略図である。ここで、図２（ａ）に示される液
晶表示装置においては、表示部１００の周辺に走査線ド
ライバ１と表示用データが供給される上側データ信号線
・ドライバ３及び下側データ信号線・ドライバ５が配設
される。また、図２（ｂ）に示される液晶表示装置にお
いては、表示部１００の片側のみにデータ信号線・ドラ
イバ７が配設される。
【０００８】このように、従来における大半の液晶パネ
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ルには、パネルの周辺部にデータ信号線、走査線用のそ
れぞれのドライバＩＣがＴＡＢ圧着、ＣＯＧ（Chip On 
Glass）実装の形式で配置され、該回路により各バスラ
インの駆動が行われ画像表示が実現される。
【０００９】また、最近では多結晶シリコン材料を用い
て、ガラス基板（液晶パネルのＴＦＴ基板）上に直接駆
動用回路を作成するポリシリコンＬＣＤ方式の液晶表示
装置の開発が進められている。このポリシリコンＬＣＤ
方式の液晶表示装置は、ガラス基板上に駆動回路を作り
こんでしまうので、表示画面の周辺におけるいわゆる額
縁スペース等を削減するのに有効である。また、ＴＦＴ
基板作成工程の中で回路も作成するので、後から別途Ｉ
Ｃを組み込むといった工数も削減されるといったメリッ
トがある。以上のような内容により、現在ますますポリ
シリコンＬＣＤの大画面化及び高精細化が進められてい
るため、ポリシリコンＬＣＤは今後の液晶表示市場に大
きく浸透していくものと思われる。
【００１０】ここで、上記のようなポリシリコンＬＣＤ
方式の液晶パネルの駆動回路においては、表示部を構成
する各ブロックへ順次データ信号線を介して表示データ
を送り（ブロック順次方式）、パネルを分割的に駆動す
るといった方式の採用が検討されている。
【００１１】図３は、ブロック順次方式を採用した従来
の液晶表示装置の構成を示す図である。図３に示される
ように、ブロック順次方式を採用した従来の液晶表示装
置は、表示部１００と、ドライバＩＣ９と、シフトレジ
スタ１１と、マルチプレクサ１３と、バッファ１５と、
ビデオ線ＶＬ及びアナログスイッチＡＳを備える。そし
て、図３に示された例においては、表示部１００の画素
数が（８００×ＲＧＢ×６００）とされると共にブロッ
クＢＬ１～ＢＬ８に分割され、ドライバＩＣ９には８本
のブロック選択信号ＳＢＬ１～ＳＢＬ８と表示信号Ｄ１
～Ｄ３００及びゲート制御信号ＧＣが入力される。
【００１２】また、アナログスイッチＡＳはブロック選
択信号に応じてオンされ、表示信号がビデオ線ＶＬ及び
データ信号線ＤＬを介して対応するブロックへ供給され
る。
【００１３】ここで、上記のような構成を有するブロッ
ク順次方式を採用した液晶表示装置の利点としては、ま
ずガラス基板上に作成される回路は、アナログスイッチ
ＡＳが並設されたセレクタ部程度なので、液晶パネルを
構成する回路の簡略化を図ることができ、液晶パネルの
歩留まり向上を実現できる。
【００１４】さらに、従来の汎用データドライバを使用
することができるため、低コストによりポリシリコンＬ
ＣＤを作成することが可能となる。また、分割ブロック
数の増加や汎用データドライバの多出力ＩＣの採用など
により、さらに大画面で高精細なポリシリコンＬＣＤの
実現に向けた開発が進められている。
【００１５】しかしながら、上記のような開発を進める
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にあたっては、汎用ドライバを使用する際において、ド
ライバの駆動能力の向上が必要不可欠な課題となる。す
なわち、従来のドライバでは、ブロック毎に対応するデ
ータバスやビデオ線のチャージアップ時間が分割駆動の
タイミングに合わないため、データの切り替わりを円滑
に行うことができず、データによっては不具合な表示と
なってしまうという問題があった。
【００１６】一方、アモルファスシリコンプロセスによ
り形成される液晶パネルには、マトリクス状に配置され
て表示部を形成する画素セルやスイッチング素子、デー
タ信号線、走査線のみが設けられる。ここで、画素セル
は画素電極１１０とそれに対向する共通電極、及びこれ
らの電極の間に設けられる液晶層から構成される。
【００１７】そして、このパネルを表示駆動するデータ
ドライバは、パソコン等からアナログまたは数ビットの
ディジタル階調信号を入力し、ディジタル階調信号の場
合は６４階調または２５６階調のアナログ階調電圧に変
換して液晶パネルに供給することによって多階調の表示
を行う。
【００１８】ここで、ポリシリコンを用いて形成される
液晶パネル（以下単に「パネル」ともいう。）では、表
示部と共に駆動回路またはその一部を表示部の周辺回路
としてパネルガラス上に同時に形成することができる。
そして、走査線側では上記駆動回路として走査線ドライ
バを構成することが可能であり、データ信号線側では駆
動回路の一部をパネルガラス上に形成し、パネル外部の
制御回路で作成された制御信号によりデータ信号線側周
辺回路を制御して、ブロック順次駆動が可能となる。
【００１９】しかしながら、ポリシリコンを用いて形成
されるパネル上に設けられた周辺回路の場合、該周辺回
路に含まれるトランジスタの特性から、該周辺回路を動
作させる電圧は３．３ＶのようなＩＣロジックレベルで
はなく、高電圧例えば１０Ｖ以上が要求される。従っ
て、パネル外部で用いられる制御信号のロジックレベル
とパネル上に形成された周辺回路の動作電圧の間でレベ
ル変換が必要となるという問題があった。
【００２０】
【発明が解決しようとする課題】本発明は、上述の問題
を解消するためになされたもので、良好な表示画像を得
ることのできる液晶表示装置を提供することを目的とす
る。
【００２１】
【課題を解決するための手段】上記の目的は、データ信
号線を介して供給された画像表示データに応じて表示部
に画像を表示する液晶表示装置であって、データ信号線
を同時に駆動する少なくとも二つの駆動手段を備えたこ
とを特徴とする液晶表示装置を提供することにより達成
される。このような手段によれば、データ信号線の駆動
能力を高めることができる。
【００２２】ここで、上記少なくとも二つの駆動手段
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5
は、共通のデータ信号線に接続されると共に、該共通の
データ信号線に対して同じ側に配設されたものとするこ
とができる。
【００２３】また、表示部の種類に応じて、データ信号
線を駆動する駆動手段の数を切り替える駆動能力切り替
え手段をさらに備えることとすれば、データ信号線の駆
動能力を容易に最適化することができる。
【００２４】また、本発明の目的は、複数のデータ信号
線を介して供給された画像表示データに応じて表示部に
画像を表示する液晶表示装置であって、同時出力する複
数の同じ画像表示データを共通のデータ信号線へ供給す
ることにより、データ信号線を駆動する駆動手段を備え
たことを特徴とする液晶表示装置を提供することにより
達成される。このような手段によれば、データ信号線の
駆動能力を高めることができる。
【００２５】ここで、上記駆動手段は、データ信号線毎
に対応する画像表示データを供給するものとすることが
できる。
【００２６】また、本発明の目的は、供給される第一の
制御信号に応じて表示部へ画像表示データを供給する周
辺回路と、周辺回路へ第一の制御信号及び画像表示デー
タを供給する駆動手段とを含む液晶表示装置であって、
駆動手段に内蔵され、供給された第二の制御信号をレベ
ル変換することにより第一の制御信号を生成するレベル
変換手段を備えたことを特徴とする液晶表示装置を提供
することにより達成される。このような手段によれば、
周辺回路の動作に適したレベルを有する第一の制御信号
を、簡易な構成により生成することができる。
【００２７】なお、特に表示部と周辺回路が同じ基板上
に一体的に形成された場合には、該基板の特性に応じた
レベル変換が必要とされる。
【００２８】また、駆動手段に内蔵され、駆動手段の外
部から供給された信号に応じて表示部を分割制御する第
二の制御信号を生成する分割制御信号生成手段をさらに
備えることとすれば、表示部を分割的に駆動することが
できる。
【００２９】ここで、駆動手段に内蔵され、分割制御信
号生成手段により生成された第二の制御信号を選択的に
レベル変換手段へ供給する選択手段をさらに備えること
とすれば、表示部の解像度に応じた分割数に設定するこ
とが可能になる。
【００３０】なお、上記においてレベル変換手段は、駆
動手段に供給される電圧に応じて第一の制御信号を生成
するものとすれば、レベル変換手段のための電源が不用
となり、液晶表示装置の外部から供給される電圧に応じ
て第一の制御信号を生成するものとすれば、外部から供
給する電圧のレベルを変更することによって第一の制御
信号のレベルを容易に調整することができる。
【００３１】
【発明の実施の形態】以下において、本発明の実施の形
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態を図面を参照して詳しく説明する。なお、図中同一符
号は同一又は相当部分を示す。
【００３２】本発明の実施の形態に係る液晶表示装置
は、液晶パネルの駆動回路に含まれた出力部において、
複数の出力バッファにより一つの出力ラインを駆動する
こととしたもので、データドライバから出力されたデー
タ信号のビデオ線やデータ信号線における切り替わりを
円滑にするものである。
【００３３】そして、上記のように駆動能力を高めるこ
とにより、ビデオ線やデータ信号線のチャージアップ時
間を短縮化し、表示データのブロック毎における切り替
わり時においても問題無くチャージアップが行われるよ
うになるため、ブロック順次方式のポリシリコンＬＣＤ
に適した駆動回路を作成することができ、良好な表示を
得ることができる。
【００３４】すなわち、本発明の実施の形態に係る液晶
表示装置は、汎用データドライバを用いて画像表示を行
うことが可能なポリシリコンＬＣＤの駆動回路に関する
もので、特にブロック順次方式の駆動に有効である。な
お、「ブロック順次方式」とは、上記のようにデータド
ライバから出力されたデータを液晶パネルの分割数に対
応させて、それぞれのブロックのデータ信号線に随時デ
ータを供給・保持していくものである。
【００３５】ここで、該分割数に応じた各ブロックへの
データのチャージアップ時間は、１水平期間／分割数と
されるため、従来の汎用データドライバにおいては上記
のような短時間でのデータチャージアップは不可能とさ
れていた。
【００３６】従って、本発明の実施の形態に係る液晶表
示装置では、上記のように汎用データドライバの複数の
出力ラインを一つのビデオ線、あるいはデータ信号線に
接続することによって、複数のバッファを用いてデータ
を出力するものである。
【００３７】あるいは、使用するドライバに含まれる出
力回路に予め複数の出力バッファ回路を具備し、液晶パ
ネルの種類に合わせて該出力バッファ回路の切り替えを
行うことによって、該液晶パネルに最適な駆動能力でチ
ャージアップを行うことができる駆動回路を備えるもの
とされる。
【００３８】そして、このように複数の出力バッファを
用いることにより、データチャージアップ時間は、一つ
のバッファによりデータを出力する際よりも大幅に短縮
化することができる。さらに、短時間のデータチャージ
アップを実現することにより、液晶パネルにおけるブロ
ック毎の書き込みを十分に行うことができ、液晶画像表
示の質を良好なものとすることができ、また、大画面で
高精細な液晶パネルにおいても、良好な液晶画像表示を
得ることができる。
【００３９】以下において、本発明の実施の形態に係る
液晶表示装置を具体的に説明する。
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7
［実施の形態１］図４は、本発明の実施の形態１に係る
液晶表示装置の構成を示す図である。図４に示されるよ
うに、実施の形態１に係る液晶表示装置は、図３に示さ
れた液晶表示装置と同様な構成を有するが、ドライバＩ
Ｃ２９の構成が異なるものである。
【００４０】ここで、ドライバＩＣ２９の出力回路部に
は、図５に示されるように各表示信号Ｄ１～Ｄ３００を
駆動するために、それぞれ複数の出力バッファＢＦが備
えられる。そして、例えば二つの出力バッファＢＦ毎
に、ビデオ線ＶＬを介して共通のデータ信号線ＤＬに接
続されると共に、共通のデータ信号線ＤＬに対して同じ
側に配設される。
【００４１】このとき、使用するバッファの数は増加す
るが、等分割することにより分けられた表示部１００の
各部分を順次駆動することによってデータを保持してい
くブロック順次方式を採用しているので、使用するドラ
イバＩＣの数は少なくて済むことになる。
【００４２】次に、本実施の形態１に係る液晶表示装置
の動作を、図６に示されたタイミングチャートを参照し
つつ説明する。まず、表示信号Ｄ１～Ｄ３００がドライ
バＩＣ２９からビデオ線ＶＬへ出力されるタイミング
は、図６（ａ）に示されたラッチ信号（ラッチパルス）
ＬＰにより制御され、図６（ｂ）及び図６（ｃ）に示さ
れるように、表示部１００のブロックＢＬ１からブロッ
クＢＬ８へ供給される表示信号が順次ビデオ線ＶＬへ出
力される。従って、図６（ｂ）及び図６（ｃ）に示され
たＴＡＢ出力の波形は、ビデオ線ＶＬを伝送する信号の
波形と同じものとなる。
【００４３】そして、このビデオ線ＶＬから各ブロック
毎に含まれたデータ信号線へのデータの書き込みは、図
６（ｄ）から図６（ｇ）までに示されるように、ブロッ
ク選択信号ＳＢＬ１～ＳＢＬ８が順次ハイレベルに活性
化されることにより実行される。すなわち、ブロック選
択信号ＳＢＬ１～ＳＢＬ８がハイレベルに活性化される
と、選択されたブロックＢＬ１～ＢＬ８に対応するアナ
ログスイッチＡＳがオンされることによって、該ブロッ
クに含まれたデータ信号線群へ順次表示信号が保持され
ることになる。
【００４４】ここでさらに、ドライバＩＣ２９からシフ
トレジスタ１１やマルチプレクサ１３へ供給されるゲー
ト制御信号ＧＣに応じて、１水平ライン（行）毎にＴＦ
Ｔがオンして、表示部１００の各画素セルへデータが書
き込まれ画像が表示される。
【００４５】また、図６（ｂ）及び図６（ｃ）に示され
るように、表示部１００のいわゆるちらつきを防止する
ため、各ブロックに供給されるＴＡＢ出力においては奇
数番目と偶数番目のドット（画素セル）における表示信
号の極性が常に反転したものとされ、同時に各ブロック
に供給されるＴＡＢ出力は画素セルの焼き付きを防止す
るため、印加電圧が交流制御される。
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【００４６】ここで、図７に示されるように、例えばブ
ロックＢＬ１の画素セルに黒を書き込みブロックＢＬ２
の画素セルに白を書き込む場合には、奇数番目の画素セ
ルについては、表示信号を時刻ｔ１において黒レベルの
電圧Ｖ

ｂＨ
とすると共に、時刻ｔ２において印加電圧を

白レベルの電圧Ｖ
ｗＨ
とする。このとき、時刻ｔ１にお

いて白レベルの電圧Ｖ
ｗＨ
から黒レベルの電圧Ｖ

ｂＨ
へ

遷移させるために時間ｔを要し、時刻ｔ２において黒レ
ベルの電圧Ｖ

ｂＨ
から白レベルの電圧Ｖ

ｗＨ
まで遷移さ

せるために時間ｔを要すると共に、時刻ｔ３においても
電圧Ｖ

ｗＨ
から電圧Ｖ

ｂＨ
まで遷移させるために時間ｔ

を要することとなる。
【００４７】同様に、偶数番目の画素セルについては、
表示信号を時刻ｔ１において黒レベルの電圧Ｖ

ｂＬ
とす

ると共に、時刻ｔ２において印加電圧を白レベルの電圧
Ｖ
ＷＬ
とする。このとき、時刻ｔ１において白レベルの

電圧Ｖ
ｗＬ
から黒レベルの電圧Ｖ

ｂＬ
へ遷移させるため

に時間ｔを要し、時刻ｔ２において黒レベルの電圧Ｖ

ｂＬ
から白レベルの電圧Ｖ

ｗＬ
まで遷移させるために時

間ｔを要することとなる。
【００４８】上記において、本発明の実施の形態１に係
る液晶表示装置によれば、各表示信号Ｄ１～Ｄ３００を
複数の出力バッファにより駆動するため、データチャー
ジアップ時間を短縮化して上記時間ｔを（１水平期間／
分割数）より確実に短いものとすることができる。これ
より、表示部１００におけるブロック毎の書き込みを高
速かつ十分に行うことができ、液晶画像表示の質を良好
なものとすることができる。従って、大画面で高精細な
液晶パネルにおいても、良好な液晶画像表示を得ること
ができる。
［実施の形態２］図８は、本発明の実施の形態２に係る
液晶表示装置の構成を示す図である。図８に示されるよ
うに、本実施の形態２に係る液晶表示装置は、シフトレ
ジスタ部２０とデータ入力部２１、データレジスタ部２
２、ラッチ部２３、デコーダ部２４、基準電源作成部２
５、セレクタ部２６、及び出力部２７からなるデータド
ライバ部１９と、走査線ドライバ部２８及び表示部１０
０とを備える。
【００４９】ここで、データ入力部２１及びシフトレジ
スタ部２０にはデータ信号が供給され、シフトレジスタ
２０にはさらにデータクロック信号ＣＬＫ等の制御信号
が供給される。また、データレジスタ部２２はデータ入
力部２１及びシフトレジスタ部２０に接続され、ラッチ
部２３はデータレジスタ部２２へ接続される。また、デ
コーダ部２４はラッチ部２３に接続され、セレクタ部２
６はデコーダ部２４及び基準電源作成部２５に接続され
る。そして、出力部２７はセレクタ部２６に接続され、
表示部１００は出力部２７と走査線ドライバ部２８とに
接続される。
【００５０】上記のような構成を有する本発明の実施の
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9
形態２に係る液晶表示装置においては、出力部２７の中
に、表示部１００に敷設された各データ信号線ＤＬに複
数、例えば二つずつ接続される出力バッファＢＦを含
む。そして、各出力バッファＢＦは、出力部２７に供給
されるスイッチ制御信号ＳＷに応じてデータ信号線ＤＬ
に接続される。
【００５１】すなわち、本実施の形態２に係る液晶表示
装置においてはスイッチ制御信号ＳＷに応じて、図９
（i）に示されるようにデータ信号線ＤＬ１～ＤＬ３を
それぞれ一つの出力バッファＢＦにより駆動したり、図
９（ii）に示されるように、各データ信号線ＤＬ１～Ｄ
Ｌ３をそれぞれ二つの出力バッファＢＦにより駆動する
ことができる。さらには、図９（iii）に示されるよう
に、各データ信号線ＤＬ１～ＤＬ２をそれぞれ四つの出
力バッファＢＦにより駆動することもできる。ここで、
上記スイッチ制御信号ＳＷは各出力バッファＢＦを活性
または不活性化させる信号とされる。
【００５２】従って、上記スイッチ制御信号ＳＷによ
り、各データ信号線ＤＬを駆動する出力バッファＢＦの
個数が必要とされる駆動能力に応じて切り替えられる。
なお、必要とされる出力バッファＢＦの個数は例えば表
示部１００の種類（表示部１００の解像度やサイズ等に
よる）に応じて変化する。
【００５３】そして、図１０に示されるように、各デー
タ信号線ＤＬが一つの出力バッファＢＦにより駆動され
る場合にはデータ信号線ＤＬの電位Ｖ

ＤＬ
の時間変動は

実線Ｌ１により示され、各データ信号線ＤＬが二つの出
力バッファＢＦにより駆動される場合にはデータ信号線
ＤＬの電位Ｖ

ＤＬ
の時間変動は破線Ｌ２により示され、

各データ信号線ＤＬが三つの出力バッファＢＦにより駆
動される場合にはデータ信号線ＤＬの電位Ｖ

ＤＬ
の時間

変動は一点鎖線Ｌ３により示される。なお、図１０に示
されるように、データ信号線ＤＬの電位Ｖ

ＤＬ
は、目標

電位Ｖ
ｉｄ
に収束するよう指数関数的に増加することに

なる。
【００５４】従って、各データ信号線ＤＬを多くの出力
バッファＢＦにより駆動するほど駆動能力が増加して電
位Ｖ

ＤＬ
が目標電位Ｖ

ｉｄ
まで到達する時間が短くなる

ため、表示部１００の種類に応じて駆動能力を最適化す
ることができる。また、上記のように本実施の形態２に
係る液晶表示装置によれば、各データ信号線ＤＬを一つ
の出力バッファＢＦにより駆動することもできるため、
該出力バッファＢＦを含むドライバＩＣを汎用ドライバ
として使用することもできる。
【００５５】なお、本実施の形態２に係る液晶表示装置
においては、図８に示されるようにデータドライバ部１
９を表示部１００が形成される基板とは別の基板に形成
するほか、データドライバ部１９に含まれた少なくとも
一つの部分を、表示部１００が形成される基板と同じ基
板上に形成してもよい。

10
［実施の形態３］図１１は、本発明の実施の形態３に係
るドライバＩＣの構成を示す図である。図１１に示され
るように、本実施の形態３に係るドライバＩＣ３２は、
ＴＡＢ基板３１に接続されるものであり、データ入力部
３３とデータ並べ替え回路３４、データ保持回路３５及
び出力部３６を含む。なお、図１１に示されるように、
ＴＡＢ基板３１には制御基板３０が接続される。
【００５６】ここで、データ入力部３３はＴＡＢ基板３
１に接続され、データ並べ替え回路３４はデータ入力部
３３に接続される。また、データ保持回路３５はデータ
並び替え回路３４に接続され、出力部３６はデータ保持
回路３５に接続される。
【００５７】そして、図１１に示されるように、出力部
３６は各データ信号線ＤＬに対して二つずつ並列接続さ
れた複数の出力バッファＢＦを含む。すなわち、図１１
に示されたドライバＩＣ３２はデータ並び替えの機能を
有すると共に、各データ信号線ＤＬを複数の出力バッフ
ァＢＦで駆動するため、データ信号線ＤＬの駆動能力を
高めることができる。
【００５８】なお、図８に示された上記実施の形態２に
係る出力部２７と同様に、出力部３６に含まれた個々の
出力バッファＢＦのオン・オフを切り替え可能とすれ
ば、データ信号線ＤＬに対して一対一、あるいは液晶パ
ネルに応じた数の出力バッファＢＦによりデータ信号線
ＤＬを駆動することができるため、汎用性を高めること
ができる。
【００５９】また、上記において、図１１に示されたデ
ータ並び替え回路３４を制御基板３０に設け、出力部３
６を液晶パネルが形成されるガラス基板上に設けること
により、ドライバＩＣ３２の代わりに汎用ドライバを用
いることができる。
［実施の形態４］図１２は、本発明の実施の形態４に係
る液晶表示装置の構成を示す図である。図１２に示され
るように、本発明の実施の形態４に係る液晶表示装置
は、表示部１０１と、走査線ドライバ１と、三つのドラ
イバＩＣＤＲＶ１～ＤＲＶ３と、配線部３７とを備え
る。そして、表示部１０１はデータ信号線ＤＬ１～ＤＬ
６を含む。
【００６０】ここで、本実施の形態４に係る液晶表示装
置では、配線部３７は表示部１０１に対して一方の側に
設けられ、三つのドライバＩＣＤＲＶ１～ＤＲＶ３が共
に配線部３７に接続される。そして、本実施の形態４に
係る液晶表示装置においては、各データ信号線ＤＬ１～
ＤＬ６が配線部３７において、それぞれ三つの汎用ドラ
イバに接続される。
【００６１】上記のような構成によれば、各データ信号
線ＤＬ１～ＤＬ６を三つのドライバ（ドライバに含まれ
た出力バッファ）により同時に駆動することができるた
め、データ信号線ＤＬ１～ＤＬ６の駆動能力を高め、デ
ータチャージアップを十分に行うことができる。
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【００６２】なお、上記配線部３７は、表示部１００が
形成されたガラス基板に設けられる他、該ガラス基板に
付設されるドライバＴＡＢプリント板に設けられても良
い。
［実施の形態５］図１３は、本発明の実施の形態５に係
る液晶表示装置の構成を示す図である。図１３に示され
るように、本実施の形態５に係る液晶表示装置は、ドラ
イバＩＣ３９と、ビデオ線ＶＬと、アナログスイッチ
（Ａ－Ｓｗ）部４３と、表示部１０１とを備え、ドライ
バＩＣ３９は出力部４１を含む。なお、ここでは一例と
して出力部４１の出力数が３００で、ビデオ線ＶＬが１
００本敷設される場合が示される。
【００６３】ここで、並設された複数のビデオ線ＶＬの
それぞれには、複数の出力バッファが接続されるため駆
動能力が増大され、例えば図１３に示されるように各ビ
デオ線ＶＬに３つの出力バッファが接続される場合に
は、駆動能力が３倍になる。従って、各ビデオ線ＶＬに
接続する出力バッファの数を多くすればするほど、駆動
能力を高めることができる。
【００６４】そして、より具体的には、ビデオ線ＶＬ１
に対しては出力バッファＢＦ１，ＢＦ１０１，ＢＦ２０
１が接続され、このビデオ線ＶＬ１に供給されたデータ
信号はデータ信号線ＤＬ１に出力される。
【００６５】なお、図１３に示されたアナログスイッチ
部４３において切り替え可能なものとすれば、表示部１
０１を分割駆動することもできる。
【００６６】また、上記ビデオ線ＶＬは表示部１０１が
形成されるガラス基板上、あるいは該ガラス基板に付設
されるＴＡＢ基板上に形成される。
【００６７】以上より、本発明の実施の形態５に係る液
晶表示装置によれば、各ビデオ線ＶＬを複数の出力バッ
ファにより駆動し、かかるビデオ線ＶＬを介してデータ
信号線ＤＬ，ＤＬ１に表示信号を供給することができる
ため、データ信号線ＤＬ，ＤＬ１の駆動能力を高めるこ
とができる。
［実施の形態６］図１４は、本発明の実施の形態６に係
る液晶表示装置の構成を示す図である。図１４に示され
るように、本実施の形態６に係る液晶表示装置は、ＲＧ
Ｂ各色に対応する信号を二組同時入力する２ポート入力
のドライバＩＣ４５を備えるものである。なお、この液
晶表示装置では、上記２つのポートに同じデータが供給
される。
【００６８】ここで、図１４に示されるように、ガラス
基板或いはドライバＴＡＢ基板上で、各出力ラインＯＬ
は同じ色信号を伝送する複数のビデオ線ＶＬに接続さ
れ、ポリシリコンＬＣＤのビデオ線ＶＬ及びデータ信号
線ＤＬが駆動される。ただし、この場合には、入力され
たデータ信号の組み合わせも考慮して、２ポート入力タ
イプの汎用ドライバが用いられる。
【００６９】そして、ＲＧＢについて同色の表示信号
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（例えば表示信号Ｄ１，Ｄ４）を共通の出力ラインＯＬ
により伝送し、例えば２ポートにおいて同じデータを入
力すれば、アナログスイッチＡＳを介したデータ信号線
ＤＬ毎の駆動能力を高めることができる。すなわち、ド
ライバＩＣ４５は、データ信号線ＤＬ毎に対応する表示
信号を供給するものとすることができる。
【００７０】また、本実施の形態６に係る液晶表示装置
は図１３に示された液晶表示装置と異なり、上記のよう
にデータ信号線ＤＬに接続された出力線ＯＬがビデオ線
ＶＬと複数の箇所において接続されるため、さらに冗長
性を兼ねた効果も期待することができる。なお、本実施
の形態６は、２ポート入力に限らずマルチポート入力ド
ライバにも同様に適用することができる。
【００７１】以上のように、本発明の実施の形態１から
６によれば、一つのビデオ線ＶＬやデータ信号線ＤＬを
複数の出力バッファにより駆動するため、駆動能力を向
上させてデータチャージアップ時間を短縮化することが
できる。
【００７２】すなわち、従来においては、ブロック順次
方式によるデータチャージアップのために最低必要な時
間は１水平期間／分割数、あるいはそれより長い時間で
あったが、本発明の実施の形態に係る液晶表示装置によ
れば、実際のデータチャージアップ時間を１水平期間／
分割数より短い時間とすることができる。
【００７３】従って、駆動能力が不足してデータが期待
値に達しないといった問題を回避し、良好な液晶画像表
示を得ることができる。なお、上記実施の形態は汎用ド
ライバを用いて実現することができるため、大画面化及
び高精細化が進む液晶表示装置において品質の良好な液
晶画像表示を得ることができ、コストの低減を図ること
もできる。
［実施の形態７］周辺回路一体型パネルの場合、パネル
のデータ信号線側入力部にアナログスイッチを含む周辺
回路を形成し、該周辺回路を制御することでデータ信号
線群を数ブロックに分割することができる。そして、該
ブロック毎の表示部に表示電圧を印加するブロック順次
駆動が可能である。なお、この駆動を実現する駆動回路
としては、汎用の液晶表示ドライバＩＣが使用できる。
【００７４】ところで、データ信号線側に設けられる分
割回路、及び走査線側に設けられるシフトレジスタ回路
等へは制御信号を供給する必要がある。ここで、該制御
信号は、一般の集積回路において標準とされる低電圧の
ロジックレベルではなく高電圧であることが要求され
る。したがって、本実施の形態７に係る液晶表示装置に
おいては、このような制御信号を生成するためにレベル
シフト回路を使用し、さらに該レベルシフト回路をデー
タドライバＩＣ内に内蔵する。
【００７５】なお、デジタルデータドライバは、例えば
入力側が３Ｖ程度のロジックレベル、出力側階調電圧は
１０Ｖ以上の高電圧レベルとされるため、上記のような
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レベルシフト回路を内蔵してもデジタルデータドライバ
の耐圧の面で問題は生じない。
【００７６】また、上記レベルシフト回路は、入力側の
トランジスタが低電圧電源により、出力側のトランジス
タが高電圧電源により動作する回路であれば種類を問わ
ない。
【００７７】一方、従来のアモルファスシリコンによる
液晶パネル１０３においては、図１５に示されるよう
に、表示部１０１を駆動するデータ信号線側に設けられ
たデータドライバＩＣ（ＤＤ）がドライバ部のみにより
構成される。すなわち、上記従来の液晶表示装置では、
駆動回路が並列に配列され、該駆動回路群からは６４階
調または２５６階調のアナログ電圧が出力される。な
お、図１５に示されるように、走査線側には走査線を駆
動する走査線ドライバＩＣ（ＧＤ）が並設される。
【００７８】これに対して、本実施の形態７に係る液晶
表示装置は、図１６に示されるように、マトリクス状に
配置された画素セルを含む表示部１０１の他にデータ側
周辺回路５１とゲート側周辺回路５３を含む周辺回路一
体型の液晶パネル１０２と、ドライバ部４７と共にレベ
ルシフト回路４９を内蔵し該液晶パネル１０２を駆動す
るデータドライバＩＣ４６を備える。
【００７９】また、表示部１０１の周辺回路用の制御信
号は、データ信号線側ではブロック分割用信号、また走
査線側では液晶パネル１０２上に形成された走査線ドラ
イバ用のゲートクロック信号やシフトイン信号等が必要
であるが、これらの信号は液晶パネル１０２の外部に設
けられた外部制御回路５５において生成される。
【００８０】そして、この外部制御回路５５で生成され
た制御信号は低電圧ロジックレベルを有するため、表示
部１０１の周辺回路を直接制御することができない。従
って、上記のようにデータ側周辺回路５１とゲート側周
辺回路５３とを制御し得る高電圧の信号に該信号をレベ
ル変換する必要があるため、データドライバＩＣ４６の
中にレベルシフト回路４９を内蔵させる。
【００８１】ここで、汎用データドライバの電源電圧は
１０Ｖ以上であるため、レベルシフト回路４９の電源電
圧を上記汎用データドライバの電源電圧と同じものとす
れば、図１７に示されるように、入力電圧の入力レベル
ＶＩＨ，ＶＩＬを出力レベルＶＯＨ，ＶＯＬに変換する
ことができ、電圧の高い制御信号を生成することができ
る。
【００８２】従って、本実施の形態７に係る液晶表示装
置においては、外部制御回路５５において該制御信号の
レベル変換を実行する従来の装置に比して、液晶表示装
置全体の回路規模及び製造コストを低減することができ
る。
［実施の形態８］一般に、上記のような周辺回路一体型
液晶パネルを含む液晶表示装置では、その周辺回路とし
てデータ信号線側の駆動入力部にアナログスイッチを含
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む。そして、このデータ信号線数分の回路を数ブロック
に分割し、該ブロック毎に順次駆動する。このとき、上
記ブロック毎の駆動を実現するためには、アナログスイ
ッチ群を制御する信号が必要となる。
【００８３】ここで、該制御信号は、分割したブロック
数にもよるが、例えば数十本にもなり得るため、この制
御信号を発生する手段として、データドライバＩＣにシ
フトレジスタ回路を内蔵する。すなわち、図１８に示さ
れるように、データドライバＩＣ５７は、クロック信号
ＣＬＫとシフトイン入力信号ＳＩが供給されるシフトレ
ジスタ部５９と、シフトレジスタ部５９に接続され選択
信号ＳＳ１～ＳＳ１６を出力するレベルシフト部６１と
を含む。
【００８４】このような構成を有するデータドライバＩ
Ｃ５７によれば、入力端子の数を低減することができる
ため、実装における歩留まりを向上させることができ
る。
【００８５】また、シフトレジスタ部５９はシフトイン
入力信号ＳＩなどロジックレベルを有する信号により動
作するが、シフトレジスタ部５９から出力される信号は
レベルシフト部６１を介して高電圧レンジに変換され、
選択信号ＳＳ１～ＳＳ１６が生成される。
【００８６】そして、例えば図１９（ａ）から図１９
（ｃ）に示されるように、時刻Ｔ１から時刻Ｔ２の間に
おいて選択信号ＳＳ１がハイレベルに活性化され、時刻
Ｔ２から時刻Ｔ３の間において選択信号ＳＳ２がハイレ
ベルに活性化されるように、順次所定期間活性化される
該選択信号ＳＳ１～ＳＳ１６をアナログスイッチ群に供
給することによって、アナログスイッチ群をブロックご
とに駆動し、ブロック順次駆動を実現することができ
る。
【００８７】図２０は、本発明の実施の形態８に係る液
晶表示装置の他の構成例を示す図である。図２０に示さ
れるように、本実施の形態８に係る液晶表示装置は、さ
らに段数設定／リセット回路６５と、段数設定／リセッ
ト回路６５に接続されたリセット選択回路６７とを備え
るものとすることができる。
【００８８】このような構成を有する液晶表示装置で
は、液晶パネルのブロック分割数を選択できる。すなわ
ち、例えば段数設定／リセット回路６５に２ビットの信
号設定０及び設定１を入力すれば、該信号のロジックレ
ベルの組み合わせにより、予め定めた４種類のブロック
分割数を選択することができる。
【００８９】より具体的には、リセット選択回路６７は
段数設定／リセット回路６５から供給された信号に応じ
て、シフトレジスタ部６３にリセット信号ＲＳを供給す
る。
【００９０】以上より、図２０に示される回路を含む液
晶表示装置によれば、液晶パネルの表示部の解像度に最
適なブロック分割数を設定することが可能となり、液晶
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パネルの解像度やサイズに応じた画像表示も容易に実現
することができる。
［実施の形態９］上記実施の形態７及び実施の形態８に
係るレベルシフト部においては、図２１に示されるレベ
ルシフト回路６９を用いることもできる。
【００９１】すなわち、図２１に示されるように、レベ
ルシフト回路６９を構成するトランジスタの電源とし
て、階調電圧生成部７１から出力される階調電圧出力レ
ンジの最大電圧及び最小電圧が使用され、レベルシフト
回路６９の出力レベルＶＯＨ，ＶＯＬがドライバ部４７
の階調電圧レンジとされる。
【００９２】以上より、本実施の形態９に係るレベルシ
フト回路６９によれば、階調電圧生成部７１により生成
された電圧を電源として利用することにより、別途電源
を設ける必要性が回避されるため、液晶表示装置全体の
回路規模を低減することができる。
［実施の形態１０］上記実施の形態７及び実施の形態８
に係るレベルシフト部においては、図２２に示されるレ
ベルシフト回路７３を用いることもできる。
【００９３】すなわち、図２２に示されるように、レベ
ルシフト回路７３にレベルシフト用の電源電圧を入力す
る入力端子を設け、該入力端子に液晶表示装置の外部か
ら外部電源電圧ＶＨＨ，ＶＬＬを供給することにより、
レベルシフト回路６９の出力レベルＶＯＨ，ＶＯＬが上
記外部電源電圧ＶＨＨ，ＶＬＬとされる。
【００９４】従って、本実施の形態１０に係るレベルシ
フト回路７３によれば、液晶パネルの周辺回路が動作可
能な範囲において液晶表示装置の外部から供給する電圧
を低電圧として最適化することにより、液晶表示装置の
消費電力を低減することができる。
【発明の効果】上述の如く、本発明に係る液晶表示装置
によれば、データ信号線の駆動能力を高めることができ
るため、良好な表示画像を得ることができる。
【００９５】ここで、表示部の種類に応じて、データ信
号線を駆動する駆動手段の数を切り替えることとすれ
ば、データ信号線の駆動能力を容易に最適化することが
できるため、汎用性を高めることができる。
【００９６】また、本発明に係る液晶表示装置によれ
ば、周辺回路の動作に適したレベルを有する制御信号を
簡易な構成により生成することができるため、回路規模
及び製造コストを低減することができる。
【００９７】また、表示部を複数のブロックに分割して
駆動するパネルにおいて、駆動手段にブロック選択のた
めの制御信号を作成する手段と、ブロック分割数を選択
する手段とを備えることとすれば、表示部の解像度やサ
イズに応じた画像表示を容易に実現することができる。
【００９８】なお、レベル変換手段は、駆動手段に供給
される電圧に応じて制御信号を生成するものとすれば、
レベル変換手段のための電源が不用となるため、回路規
模を抑制することができる。
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【００９９】また、レベル変換手段は、液晶表示装置の
外部から供給される電圧に応じて制御信号を生成するも
のとすれば、外部から供給する電圧のレベルを変更する
ことによって制御信号のレベルを容易に調整することが
できるため、制御信号のレベルを容易に最適化し消費電
力を低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】従来のアクティブマトリクス方式液晶表示装置
のパネル構造を示す平面図である。
【図２】従来における液晶表示装置の構成を示す概略図
である。
【図３】ブロック順次方式を採用した従来の液晶表示装
置の構成を示す図である。
【図４】本発明の実施の形態１に係る液晶表示装置の構
成を示す図である。
【図５】図４に示されたドライバＩＣの構成を示す概略
図である。
【図６】図４に示された液晶表示装置の動作を示すタイ
ミングチャートである。
【図７】図６に示されたＴＡＢ出力の波形を示す拡大図
である。
【図８】本発明の実施の形態２に係る液晶表示装置の構
成を示す図である。
【図９】本発明の実施の形態２に係るデータドライバに
含まれた出力バッファの構成を説明する図である。
【図１０】本発明の実施の形態２に係る出力バッファの
動作を説明するグラフである。
【図１１】本発明の実施の形態３に係るドライバＩＣの
構成を示す図である。
【図１２】本発明の実施の形態４に係る液晶表示装置の
構成を示す図である。
【図１３】本発明の実施の形態５に係る液晶表示装置の
構成を示す図である。
【図１４】本発明の実施の形態６に係る液晶表示装置の
構成を示す図である。
【図１５】従来のアモルファスシリコンによる液晶パネ
ルを含む液晶表示装置の構成を示す図である。
【図１６】本発明の実施の形態７に係る液晶表示装置の
構成を示す図である。
【図１７】図１６に示されたレベルシフト回路の動作を
説明する図である。
【図１８】本発明の実施の形態８に係るデータドライバ
ＩＣの構成を示す図である。
【図１９】図１８に示されたデータドライバＩＣの動作
を示すタイミングチャートである。
【図２０】本発明の実施の形態８に係る液晶表示装置の
他の構成例を示す図である。
【図２１】本発明の実施の形態９に係るレベルシフト回
路の構成を説明する図である。
【図２２】本発明の実施の形態１０に係るレベルシフト
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回路の構成を説明する図である。
【符号の説明】
１  走査線ドライバ
３  上側データ信号線・ドライバ
５  下側データ信号線・ドライバ
７  データ信号線・ドライバ
９，２９，３２，３９，４５，ＤＲＶ１～ＤＲＶ３  ド
ライバＩＣ
１１  シフトレジスタ
１３  マルチプレクサ
１５  バッファ
１９  データドライバ部
２０，５９，６３  シフトレジスタ部
２１  データ入力部
２２  データレジスタ部
２３  ラッチ部
２４  デコーダ部
２５  基準電源作成部
２６  セレクタ部
２７，３６，４１  出力部
２８  走査線ドライバ部
３０  制御基板
３１  ＴＡＢ基板
３３  データ入力部
３４  データ並び替え回路 *
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*３５  データ保持回路
３７  配線部
４３  アナログスイッチ（Ａ－Ｓｗ）部
４６，５７  データドライバＩＣ
４７  ドライバ部
４９  レベルシフト回路
５１  データ側周辺回路
５３  ゲート側周辺回路
５５  外部制御回路
６１  レベルシフト部
６５  段数設定／リセット回路
６７  リセット選択回路
６９，７３  レベルシフト回路
７１  階調電圧生成部
１００，１０１  表示部
１０２，１０３  液晶パネル
１１０  画素電極
１１２  スイッチング素子
１１４  走査線
ＢＦ，ＢＦ１～ＢＦ３００  出力バッファ
ＡＳ  アナログスイッチ
ＶＬ，ＶＬ１  ビデオ線
ＤＬ，ＤＬ１～ＤＬ６  データ信号線
ＯＬ  出力線
Ｃｄ  データ信号線容量

【図１】 【図２】



(11) 特開２００２－２０２７５９
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(12) 特開２００２－２０２７５９
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(13) 特開２００２－２０２７５９
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(14) 特開２００２－２０２７５９
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(15) 特開２００２－２０２７５９

【図２０】

  
─────────────────────────────────────────────────────
フロントページの続き
  
(51)Int.Cl.7              識別記号                        ＦＩ                              テーマコート゛(参考）
   Ｇ０９Ｇ   3/20         ６２１                        Ｇ０９Ｇ   3/20           ６２１Ｌ    
                           ６２３                                                  ６２３Ｂ    
                           ６８０                                                  ６８０Ｇ    
  
(72)発明者  三輪  裕一
            神奈川県川崎市中原区上小田中４丁目１番
            １号  富士通株式会社内

Ｆターム(参考） 2H092 GA50 GA51 GA59 JA24 JB22
                      JB31 KA04 KA05 NA26 
                2H093 NA16 NA51 NA61 NC03 NC05
                      NC16 NC22 ND06 ND17 ND39
                      ND54 ND60 
                5C006 AA16 AF22 BB14 BB16 BC06
                      BC12 BC20 BF03 BF04 BF24
                      BF25 BF26 BF46 EB05 FA41
                      FA52 
                5C080 AA10 BB05 DD07 DD25 DD27
                      EE29 FF11 JJ02 JJ04 JJ05



专利名称(译) 液晶表示装置

公开(公告)号 JP2002202759A 公开(公告)日 2002-07-19

申请号 JP2000398892 申请日 2000-12-27

[标]申请(专利权)人(译) 富士通株式会社

申请(专利权)人(译) 富士通株式会社

[标]发明人 榎本弘美
張宏勇
三輪裕一

发明人 榎本 弘美
張 宏勇
三輪 裕一

IPC分类号 G02F1/1345 G02F1/133 G02F1/1368 G09G3/20 G09G3/36

CPC分类号 G09G3/3685 G09G3/3688 G09G2310/027 G09G2310/0297

FI分类号 G09G3/36 G02F1/133.550 G02F1/1345 G02F1/1368 G09G3/20.621.M G09G3/20.621.L G09G3/20.
623.B G09G3/20.680.G

F-TERM分类号 2H092/GA50 2H092/GA51 2H092/GA59 2H092/JA24 2H092/JB22 2H092/JB31 2H092/KA04 2H092
/KA05 2H092/NA26 2H093/NA16 2H093/NA51 2H093/NA61 2H093/NC03 2H093/NC05 2H093/NC16 
2H093/NC22 2H093/ND06 2H093/ND17 2H093/ND39 2H093/ND54 2H093/ND60 5C006/AA16 5C006
/AF22 5C006/BB14 5C006/BB16 5C006/BC06 5C006/BC12 5C006/BC20 5C006/BF03 5C006/BF04 
5C006/BF24 5C006/BF25 5C006/BF26 5C006/BF46 5C006/EB05 5C006/FA41 5C006/FA52 5C080
/AA10 5C080/BB05 5C080/DD07 5C080/DD25 5C080/DD27 5C080/EE29 5C080/FF11 5C080/JJ02 
5C080/JJ04 5C080/JJ05 2H193/ZA04 2H193/ZD21 2H193/ZF03 2H193/ZF37

代理人(译) 伊藤忠彦

外部链接 Espacenet

摘要(译)

提供一种能够获得良好的显示图像的液晶显示装置。 液晶显示装置根据
经由数据信号线DL提供的显示信号D1至D300在显示单元100上显示图
像，并包括至少两个同时驱动数据信号线DL的缓冲器。 液晶显示装置包
括具有驱动器IC的驱动器IC 29。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/98c74da0-49dd-444c-af0a-b690be3eeaeb
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/018863763/publication/JP2002202759A?q=JP2002202759A

